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　Abstract :The following results were obtained from the studies on the effect of side
dressing of fertilizersand water supply at various stage of fruit growth on fruit develop-
merit and quality in watermelon｡
　1. Both water supply and nitrogen side dressing, especially at early stage of fruit
growth, promoted the fruit development, but sugar content was increased only by nitrogen
supply. However, it was appeared that hollow fruit occurred in nonpinched plants by
nitrogen application, and cracked one in pinched plants by water supply. The later the
application of water and fertilizer,the more sever the incidence of both disorders｡
　2. When no water supply （dｒy treatment) was carried out in plants grown in sand
culture using l/500a pot at various stage of fruit growth, dry treatment at early stage
to 14 days from anthesis induced the inhibition of fruit growth and an increase in sugar
content, followed by the incidence of deformation, pithy fruit and fruits with unfavorable
flesh｡
　3. When each fertilizer was supplied at various stage of fruit frowth as a liquid nutri-
ent solution using ammonium nitrate, sodium phosphate, and potassium sulphate as ａ
sourse of nitrogen, phoshorus, and potassium respectively, only nitrogen, especially at
early stage promoted fruit development, but later application of each fertilizer sup-
pressed the fruit development･　Each fertilizer promoted the sugar content of fruits in
nonpinched plants, but not in pinched ones, followed by pithy fruits.
緒 言
　スイカ果実の着果後の施肥やかん水の影響について多少報告されているが，主として果実の生理
障害の果肉悪変果の発生との関連において研究され1-4)果実の肥大，品質に及ぼす影響について
調査したものは少ないように思われる。すなわち小林ら1･2いま果肉悪変果が土壌水分の激変が著し
いほど発生しやすく，開花後15～26日間，とくに15日前後が最も影響を受けやすいことを明らかに
している。また施肥の影響としては，窒素，石灰の施肥量が多いほど果肉悪変果が発生しやすいこ
とも認めている。大木3)もまた窒素の多いほど発生しやすいことを報告している。
　今回時期別に施肥，かん水量をかえて果実肥大，品質に及ぼす影響について研究を行い，２～３
の結果をえたので報告する。
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　　　　　　　　材料及び方法
　天竜２号スイカを供試し，前報5･6)同様に断根育苗を行ってハウス内で実験を行った。
　第１実験　着果後の時期別窒素追肥及びかん水の形響を調査するために，８月13日まき天竜２号
品種を断根育苗し，９月14日にハウス内に定植した。
　本ぽの元肥は前報5)と同様で, CDUｲﾋ成肥料で三要素各1.5 kgノａ，苦土石灰15 kg/a
である。この他にパーク堆肥を0.5 t/a を加え，全層施肥してうね立てを行った。
　５～６葉時摘心して２本仕立とし，20節に着生した雌花を交配して着果せしめ，１株１果着果と
した。着果後約７日目で30節で摘心した摘心区と放任の無摘心区を設けた。
　着果後に，処理時期を前期(開花後５日目から11日まで)，中期(開花後20日目から26日まで)，
後期(開花後35日目から41日まで)の３期に分けて時期別のかん水及び追肥を行った。かん水処理
はこれらの期間十分にかん水を行った。また窒素追肥処理は吸収しやすいように硝安を成分で0.4
kg／ａの割合で液肥として各期間中２回にわけて分施した。従って追肥時にはかん水も行われてい
るわけです。
　開花後57日目で収穫し，果重，糖度，たなおち及び裂果発生率について調査した。
　第２実験　果実の生理障害発生に及ぼす時期別乾燥処理の影響を調査するために，砂耕栽培を行
なった。乾燥処理時以外は標準培養液を１日３～４回かけ流して養水分を供給した。
　３月13日に砂床にまき，萌芽をまって1／500aのたるに鉢上げし，開花後次の時期に乾燥処理
を行った。
　(1)開花当日から６日まで, (2)開花当日から13日まで丿3)開花後７日目から13日まで, (4)開花後14
日目から20日まで, (5)開花後21日目から27日まで, (6)開花後28日目から34日までの計６時期に分け
て行った。乾燥処理はかん水量を減らして行った。
　整枝は１本仕立とし，側枝は発生次第除去し，20節の雌花を交配着果せしめた。放任区の無摘心
区と30節で摘心した摘心区とを設け，各区それぞれを実験に供した。
　開花後45日で収穫を行い，果実重，糖度，す入り，血入り，こんにゃく指数を調査した。
　す入りは果実中央部にすが入って白ぽくなったもので，5段階に分け，軽症を１，重症を５とした。
血入りは種子部に血筋状に見えるものについて評価し，５段階表示した。こんにゃくもまた種子部
のうるみ程度によって５段階表示をした0　　　　　　　　　1　　　　・‘
　第３実験　着果後の果実肥大・品質に及ぼす窒素，リン酸，カリ各要素の影響を見るために３月
12日まきのスイカを断根育苗後の４月17日にハウス内に定植した。本ぽの元肥はＣＤＵｲﾋ成肥
料で三要素各1.5 kg/a 苦土石灰15 kg/a で，追肥柴第ｉ実験七同様に水にとかして施した。
追肥の時期を(1)開花後５日目から９日まで, (2)開花後10日目から14日まで, (3)開花後15日目から19
日まで, (4)開花後20日目から24日までの４期に分けて行った。
　三要素はそれぞれ硝安，リン酸ソーダ，硫加の単肥で, 0.4 kg/a の成分で液肥として各時期に
２回に分けて施した。
　なお着果は20節の雌花を交配によって着果せしめ，一部は30節で摘心し，他は放任の無摘心とし
た。
　開花後45日目に収穫し，果実を調査した。ちなみに栽培中は消毒除草して生育の万全を期した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　果
第１実験　1.果実の大きさ及び糖度に及ぼす窒素追肥及びかん水の影響
スイカ果実の肥大‘品質に及ぼす着果後の時期別施肥’かん水の彫響に！）いて（加藤‘福元’木下）･　43
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　Fig. 1 に見られるように着果後のかん水や窒素追肥によって果実重は増加したが追肥時期やか
ん水時期が遅れるにつれてその効果は低下した。また糖度はかん水によって低下し，窒素追肥によっ
て増加した。とくに前期の追肥によって糖度の増加が著しかった。
　2.果実の品質に及ぼす窒素追肥及びかん水の影響
　Table l に見られるように窒素肥料の追肥やかん水によって無摘心放任区ではたなおち果が発
生しやすいようであった。とくに窒素の中後期追肥で多く発生していた。しかし摘心区では少なく，
わずかに中期窒素追肥区で見られた。
　一方裂果は無摘心区で見られなかったが，摘心区ではよく発生した。とくに中後期の窒素追肥や
かん水区で裂果が発生したが，かん水区の方で窒素追肥区より多く発生していた6開花から裂果ま
での所要日数を見ると，ほとんどが開花後35日以後の果実で裂けており，このステージが裂果にな
りやすいものと思われた。’
Table l. Effect of nitrogen side dressing and water supply at various stage of fruit
　　　　　　　　developmento fruit quality
Treatment
kinds
-
Check
Nitrogen
supply
Water
supply
Stage
Former
Middle
Later
Former
Middle
Later
Percentage hollow fruits　Percentage fruits　cracked
　　Unpinched　Pinched　　　Unpinched　　Pinched
?????
?
?
-
????? ? ???? ?????????? ????????
No. of days to cracking
　Unpinched　Pinched
一
一
???
????????
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　第２実験　1.着果後の時期別水切りの果実肥大・糖度に及ぼす影響
　Fig. 2に見られるように開花から６日までは摘心区
いが，開花後７日目から影響をうけやすい。しかし果実肥大後期になるにつれて水切りの影響は少
なくなっていた。しかし開花から13日までの長期の水切りは著しく果実肥大を抑制し，しかも変形
果となった。
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　　Fig. 2. Effect of dry treatment at various stage of fruitgrowth on fruit development
　　　　　　‘development and sugar content･
　反対に糖度は水切りによって増加したが，果実肥大初期ほど水切りによって糖度が増加した。開
花後21日目からの水切りでは糖度の増加は著しくなかった。
　これらの傾向は放任無摘心区でも摘心区でも同じ傾向であった。
　2.果肉悪変果発生に及ぼす着果後時期別水切りの影響'
　果肉悪変果をす入り果，血入り果及びこんにゃく果に分け,て調査した結果はFig. 3のとおり
である。
　(ａ)す入り果　開花直後から長期間乾燥処理をすると著しく発生した。発生程度は放任無摘心区の
方が摘心区よりひどい傾向が見られた。開花直後から６日目ま･でより７日目から13日目までの方が
発生程度がひどい傾向がうかがわれたので，開花７日目から13臼位までの期間乾燥させないことが
す入り防止上大切と思われた。
　(b)血入り果　無摘心区ではす入りの発生と同じく，開花後から13日位までが大切で，この時期に
水切りがあるとひどく発生したが，摘心区ではどの時期に水切りしても発生しやすい傾向が見られ，
開花後20日までは乾燥に注意したいものである。
　(ｃにんにゃく果。開花後から13日位までは水切りをしても発生が少ないが，それ以後の水切りで
発生しやすくなるように思われた。無摘心区より摘心区忙おいて発生しやすいように思われる。
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　第３実験　1.着果後の時期別窒素，リン酸，
カリの追肥の果実肥大及び糖度に及ぼす影響
　Fig. 4 に見られるように果重については窒
素の影響が他要素より顕著で，この傾向は放任
≒無摘心区でも摘心区でも見られた。
　窒素の場合着果初期の施用が著しく，次第に
効果が見られなくなった。摘心区では後期追肥
で果実肥大が抑制される傾向が見られた。
　　リｙ酸，カリの場合中後期の追肥によって却っ
て果実肥大が抑制される傾向が見られた。
　無摘心区では三要素とも糖度を高める傾向が
認められたが，窒素については前期の追肥が，
　リン酸，カリについては中後期の追肥が糖度を
高めていた。この場合カリよりもリン酸の方が
やや効果が高いようであった。一方摘心区では
窒素，リン酸，カリとも著しい影響は認められ
なかった。
　2.,果形に及ぼす時期別施肥の影響
　Fig. 5に見られるように放任無摘心区では
果実肥大初期の追肥は何れも横伸びを促し，果
形比がやや偏平になる傾向が見られたが，摘心
区ではほぼ球形で追肥の影響は認められないよ
うであった。
　3.す入り果発生に及ぼす時期別施肥の影響
　収穫果を割ってす入り発生について調査した
結果はFig. 6のとおりで，無摘心区ではほ
'とんど見られなかったが，摘心区では著しく発
生した。窒素，。リン酸，カリとも追肥時期が遅
れるほど発生が多く認められた。
　　　　　　　考　　　　察
　lj果実肥大について，すでに前報5･6）で報
告したように摘心より無摘心株において，無側
枝より有側枝株において，葉数の少ない株より
多い株において果実肥大は著しく良好であるが，
着果後のかん水や窒素追肥によって果実肥大が
促進されることを認めた(Fig. 1, 4)。反対
にFig. 2 において見られるようにこの時期
が乾燥すると著しく果実肥大が抑制されるので
この時期でのかん水や窒素追肥は著しく重要で
ある。しかしFig. 4に見られるようにリン
ＫＰ
酸やカリについては効果がないので必要がないように思われる。
　倉田7)は果径の伸びから１日当り発育量も6～12日が最高で，12～22日になるとその半分となり，
さらに後期では漸減することを報告しており，この時期がかん水や窒素追肥によって影響を受けや
すい時期であるといえると思う。
　2.糖度について　Fig. 2に見られるように果実肥大と糖度とは逆の関係があって果実肥大を
抑制すれば糖度が高まる傾向がある。しかしFig. 3のように糖度は高まっても果肉悪変果となっ
て困るので水分調節による果実肥大の調節は避けたいものである;それよりもFig. 4に見られ
るようにリン酸，カリの追肥によって高まるので，これを利用するのがよいと思われる。
　3.果肉悪変果の発生について　小林1)は土壌水分の激変によって発生しやすいことを報告して
いるが，第２実験のFig. 3から果肉悪変果のうち血入りは着果直後からの乾燥によって発生し
やすいのに対してこんにゃく果は果実肥大中期の14～20日頃の乾燥によって誘発されている。相沢
ら4)も乾燥後大雨によって誘発されているとし，著者らの結果と一致している。しかし鈴木8)が神
奈川園試三浦分場の成績を引用しているように果実高温による障害で，乾燥による根の弱り，果実
の曝光などが高温障害を助長して悪変果となっているものと考えられる。
　果肉悪変果の発生と同じように発生している障害果にす入り果が認められる(Fig. 3)しかし
Fig. 6 に見られるように無摘心区にはほとんど発生しないで，摘心区に多く認められたことは着
果に伴う根の弱わりが著しく関係しており，その上窒素，リン酸，カリの追肥が著しく発生を増加
させていることは追肥によってますます根を弱め，吸水が低下して果実中央部にすが入ったものと
思われる。
　従ってリン酸，カリの追肥は果実の糖度を高めるために有効であるが，多肥をしないように注意
したいものである。
　4.裂果の発生について　Table l に見られるようにかん水によって裂果を誘発しやすい。と
　　　　　　　　　　　　　　　　Nonpinched　　　　　　　　　　　　　Pinched
Fig. 6. Effect of side dressing of Ｎ，P, K at various stage of fruit growth on
　　　　　　incidenceof pithy fruits.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘.
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くに果実肥大の中後期のかん水については注意したいものである６開花後35日を過ぎると裂果しや
すい時期に入るので，吸水に著しい変化を与えないように管理したいものである。
　5.たなおち果の発生について　前報5･6)･において着果節位より上位葉数が多くなると偏平果と
なり，しかもだなおち果となることを報告した。
　Table l に見られるように着果後の窒素追肥によって無摘心区で発生が増加した。ことに中後
期の追肥の影響が著しいので，たなおち果は果実肥大中期の頃に窒素が効いて光合成が活発になった
り，葉数が増加してその結果光合量が増加したりするとたなおち果が発生しやすいので，前報5,6〉
で述べたように着果節より下位に側枝を残しておいて適当な初期追肥を行うのがよいように思われ
る。
要 約
　着果後の施肥，かん水の果実肥大・品質に及ぼす影響について調査し，次の結果を得た。
　1.着果後のかん水，窒素追肥によって果実肥大は促進され，果実肥大初期の処理が有効である。
糖度も窒素追肥でも増加したが，かん水では認められなかった。窒素追肥では無摘心区でたなおち
果が，かん水では摘心区で裂果が発生し，何れも中後期処理で増加した。
　2.1／500aポット植えのスイカを供試し，砂耕しながら水切りを行うと，開花直後から２週間
乾燥すると著しく果実肥大は阻害されたが糖度は増加しだ。それに伴って変形果，す入り，悪変果
の発生が増加した。
　3.硝安，リン酸ソーダ，硫加を供試し，水にとかして液肥として着果後の各時期に施して見る
と，果実肥大に対しては窒素のみが有効で，着果初斯の施用効果が著しい。後期施用は各要素とも
肥大を阻害した。葉数の多い無摘心区では三要素とも糖度を高めたが，葉数の少い摘心区では明ら
かでなかった。さらに各要素とも摘心区ではす入り果の発生を増加させた。後期施用ほど発生を強
めた。
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